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「志」：社会の不条理の解決のために自らの職業や仕事を通じて貢献をすること
「塾」：ゼミ中心の人間的な触れ合いを通じた人格教育
「現代」：寺島実郎学長のいうアジア・ユーラシアダイナミズムを念頭に置いている

多摩のローカリティを究めることによって、
グローバルに目を開く“グローカリティ”という思想を持って、

多摩地域の活性化をリードするグローバル人材

顧客視点と
マーケティング感覚を

身につけた、
技術に強いＩＣＴ人材

現代の志塾
教育理念

育てるべき人材像

多摩グローカル人材

経営情報学部：産業社会の問題解決の最前線に立つ志人材（人物）

グローバルビジネス人材

アジアダイナミズムに
真正面から向き合える、

プロジェクトマネジメント人材

地域ビジネス人材

地域の抱える課題を
創造的に解決できる、
地域イノベーション人材

ビジネスＩＣＴ人材

多摩大学









 

 

 

○就職率 
 

就職決定率 93.33% （2013 年 3 月卒業生） 

卒業生：228 名  

就職希望者：180 名  

就職決定者：168 名  
 

○業界別内訳  
業種名 決定人数 割合 

卸売業、小売業 47 28.0% 
情報通信業 24 14.3% 

不動産業、物品賃貸業 19 11.3% 
製造業 16 9.5% 

生活関連サービス業、娯楽業 11 6.5% 
宿泊業、飲食サービス業 9 5.4% 

運輸業、郵便業 8 4.8% 
学術研究、専門・技術サービス業 8 4.8% 

サービス業（他に分類されないもの） 7 4.2% 
建設業 5 3.0% 

医療、福祉 4 2.4% 
電気・ガス・熱供給・水道業 2 1.2% 

金融業、保険業 2 1.2% 
教育、学習支援業 2 1.2% 

公務（他に分類されないもの） 2 1.2% 
家業継承 2 1.2% 

合計 168 100.0% 
 

 

 

 

就 職 
 
 

就職決定率 93.33% 
社会が、多摩大学の実力に期待を寄せています。 
 
 

少人数制の特徴を生かした、三位一体の就職サポート 
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就職ガイダンス

自己表現力
アップ

就活サイト・登
録・活用法

自己分析・就職
試験対策講座

業界研究

就活準備特訓
塾

面談

学内企業説明
会

4年生

3年生

2012年度キャリア支援・就職活動全体像（モデル）

学内合同
企業説明会

第一回就職

ガイダンス

職業適性検
査「R-CAP」

模擬OB訪問

自己分析・

第二回就職

ガイダンス

学内合同
企業説明会

学内合同
企業説明会

第三回就職

ガイダンス

面接対策ガイダンス 模擬グループ面接

第四回就職

ガイダンス

就活準備特訓塾

進路面談（三者）

進路面談（二者）

IYOKUBA①

IYOKUBA②

IYOKUBA③
IYOKUBA④

IYOKUBA⑤

IYOKUBA⑥ IYOKUBA⑦

自己分析・

履歴書・自

履歴書・自

業界研究

就職サイト活用法

筆記試験対

ビジネスマナー講座 模擬グループ

企業学内選考（随時）

新卒応援ハローワークジョブサポーターによる個別相談（毎週火曜日）

学内合同
企業説明会







多摩大学経営情報学部のゼミには、大きく分けて「プレゼミナール」「プレホームゼミ」「ホームゼミ」「プロジェクトゼミ」 

「インターゼミ」の５つがあります。 

インターゼミ（社会工学研究会） 

現代社会の抱える課題について、学部・大学院・学年

などをまたぎ、塾形式で切磋琢磨しながら、多様な要素

や手法を組み合わせた柔らかい発想で体系的・総合的な

答を志向する総合設計力を身に付けるゼミです。 

受験生自身による問題発掘・発見からの仮設の提示、

そして多様な要素の組み合わせによる問題解決へ至るプ

ロセスの中で、寺島塾長以下学内の教員や社会で活躍す

る学外の賢人による付加価値を高め、創造的問題解決策

を志向・策定していきます。 

 
プロジェクトゼミ 

多摩大学の教員はもちろん、学外の研究者や専門家、経

済界のキーパーソンたちが、学問体系に縛られることなく、

現実的かつユニークなテーマを掲げて開講する多摩大学独

自の問題解決型ゼミナールです。 

様々な分野の問題に自由なスタイルで取り組み、より実

学に近いスタンスでトータルなプロジェクト志向をみにつ

けます。 

ホームゼミ 

 実践力養成のため２年次からスタートする「専門ゼミ」

です。プレゼミを参考に、学生一人ひとりが興味、関心の

あるテーマを選択し、専門分野のエキスパートである教員

の指導・サポートを受けながら自主的に研究活動を行って

いきます。少人数グループでの討論、発表を通じてコミュ

ニケーションとプレゼンテーションの能力を養うととも

に、将来の生き方にもつながる「志」を培っていきます。 

プレホームゼミ 

 ホームゼミナールで学んでいくために必要となる専門分

野の理解と、ホームゼミナールで必要となる基礎力の習得を

図ります。 

プレゼミナール 

 １年生を対象に、ホームゼミにつなげるテークオフプロ

グラムです。 

３グループに分かれ、４週間でワンクールが終了し、 

1 年で３クールをリレー式（テーマは教員別）に受講します。

４人の教員が担当することで多様な価値観に触れ、学生本

人が学びの目標を見出すとともに、ディスカッションやグ

ループ活動などゼミ形式に授業に慣れることを目的として

います。 



プレゼミ 

1 年生を対象に行われる、導入教育の一つです。 

学生 10 人に 1 人の教員が担当し、自分一人だけではなく、複数の仲間で、様々な価値観がクロスする中、

ディスカッションやグループ活動を通じて多摩大学で学ぶ為の基礎知識・技法などを学びます。 

シラバス 

大学の学びでは、自立的に学ぶことが求められる。特に経営情報学部では 2 年次以降「ゼミ中

心」に学ぶことになる。 

プレゼミナールおよび秋学期に開講されるプレホームゼミナールでは、ホームゼミナールで学ん

でいくために必要となる基礎力の修得を図る。 

プレゼミナールでは、「何故、多摩大学で学ぶことにしたのか？自分は 4 年間でどのような多摩

大学生になりたいのか」などの項目からなる ES（Entry Sheet）の作成を通じて、自己理解を行い

自己発信力や状況把握力、課題発見力などの基礎力を修得する。「志を持って多摩大学で学ぶ」

について表現することを通して、自分の学びの理解を図る。 

また、どのような自分になりたいかを具体的かつ客観的に把握する。 

・テーマ「自己紹介」と「コミュニケーション」 

自己把握とコミュニケーションについて、最低限の技術習得を行う 

・テーマ「志の伝達と目標設定」 

自分の志を実現するためには、その重要性を他者にも理解してもらう必要がある。そのための目標設定と

伝達について理解を深める。 

・テーマ「表現力と傾聴力」 

問題解決案を提案し実施するためには、案を表現し他者の案について検討し、自己の案を改善すること

が必要となる。 

そのための「論理的思考」や「構造的把握」について習得する。 

・テーマ「キャリア」 

大学 4 年間での最初の 1 年、最初の学期という時間軸での位置づけを、自分の大学生生活において位置

づけることで、自己の学びの計画やシナリオを作成する。 

プレゼミ担当教員一覧 
    

     
プレゼミナール A 出原 酒井 中庭 中村（有） 

プレゼミナール B 金子 彩藤 杉田 豊田 

プレゼミナール C 今泉 齋藤 S 下井 浜田 

プレゼミナール D 大森(映) 常見 小林 諸橋 

プレゼミナール E 梅澤 大森(拓) 奥山 増田 

プレゼミナール F 石川 趙 樋口 
 

プレゼミナール G 飯田 金 清松 中村(そ) 

プレゼミナール H 椎木 志賀 バートル 久恒 



ホームゼミ 
実践力養成のため 2 年次からスタートする「専門ゼミ」です。 

 

プレゼミを参考に、学生一人ひとりが興味、関心のあるテーマを選択し、専門分野のエキスパートである教員の指導・サポートを受

けながら自主的に研究活動を行っていきます。少人数グループでの討論、発表を通じてコミュニケーションとプレゼンテーションの能

力を養うとともに、将来の生き方にもつながる「志」を培っていきます。  
 

2013 年度ホームゼミ 

教員 テーマ 

飯田 健雄 
コーチング：よりよきコミュニケーションを通して人間関係の構築およびビジネス英語でのコミュニケーション・スキル

の獲得 

石川 晴子 英語・コミュニケーション 

出原 至道 日常生活を拡張する情報技術：新しい情報技術を自力で身につけ、独自の視点で課題解決に応用する 

今泉 忠 可能性をリサーチする 

梅澤 佳子 人にも環境にも優しい、豊かなレジャーライフのデザイン 

大森 映子 歴史から現代社会を見直す 

大森 拓哉 心理情報学 

奥山 雅之 地域産業活性化・地域ビジネスの起業  

金子 邦博 「儲ける」ことを科学する会計を学ぶ－会計を学ぶことでビジネスマンとしての能力を高める－ 

金 美徳 アジアビジネス 

小林 英夫 組織行動と企業家精神 

清松 敏雄 企業会計 

齋藤 S. 裕美 情報社会における倫理 

彩藤 ひろみ 都市･地域計画から舞台装置まで。デジタルクリエイションと現実社会との融合を図る 

酒井 麻衣子 マーケティングデータ分析 

椎木 哲太郎 社会経済政策・近現代史（・時事問題全般） 

志賀 敏宏 
イノベーションで輝く人生・世界を拓く  

－製品・サービス・事業、企業等におけるマーケティングから組織全体までの イノベーション（創新）  

下井 直毅 日本経済をさぐる 

杉田 文章 スポーツやレジャーを通じた豊かな社会づくりを構想する 

趙 佑鎭 複眼的見方と歴史観の涵養 －マーケティング・流通・ベンチャー経営－ 

常見 耕平 「論語を読む」 読みをとおして、革命思想家としての孔子の教えに学ぶ。 

豊田 裕貴 マーケティング。特に消費者行動とブランドマネジメントをテーマに研究 

中庭 光彦 地域政策マネジメント、コミュニティデザイン 

中村 その子 コマーシャル、キャッチコピー、イベント企画を中心とした企業ＰＲ全般 

中村 有一 情報技術で未来を創造 

バートル 中国・アジア経済をつかむ 

浜田 正幸 組織マネジメント 

樋口 裕一 多摩地区に、そして日本に、クラシック音楽を広める 

久恒 啓一 図解思考と顧客満足を学ぶ 

増田 浩通 エージェントベースモデルと社会シミュレーション 

村山 貞幸 イベントの企画・運営を通じて、ビジネスのプロフェッショナルを目指す！社会人基礎力を徹底強化！ 

諸橋 正幸 自然言語処理および人工知能 

 





インターゼミ（社会工学研究会） 

 
このビルの 3階には、今年度から私が学長を務めることになった多摩大学のサテライト教室を設け、40 人前後を収容できるスペースにおいて、「社会工学研究会」という 

名の下にインターゼミの試みを始めた。大学院から学部の学生まで、年次も様々な学生を学部横断で約 30 人選別し、教官も学部･専門領域横断で 8 人を配置、学生を 5 人程度

のグループに分けて課題を設定して、1年間かけて「課題解決型の共同研究」に立ち向かわせる挑戦である。例えば、「多摩ニュータウンの研究」とか「日本におけるグリーン・

ニューディールの可能性」などのテーマの下に、文献研究やフィールドワークによる共同研究をさせ報告書をまとめさせるというもので、教官を接点に外部の専門家や関係者

との連携も試み、具体的な問題解決能力を身につけさせようという狙いがある。成果は未知数だが、教官も学生も生き生きと参画しており、今後の展開を大いに期待している。 

寺島実郎 

                                                                岩波書店「世界」2009 年 7 月号 

                                                                   脳力のレッスン 87 より 

 狙い 

現代社会の抱える課題について、学部・大学院・学年などをまたいで塾形式で切磋琢磨しながら、多様な要素や手法を組み合わせた柔らかい発想で、体系的・総合的な答

を志向する総合設計力を身に付ける。 

受講生自身による問題発掘・発見から仮説の提示、そして多様な要素の組み合わせによる問題解決へいたるプロセスの中で、寺島塾長以下学内の教員や社会で活躍する学

外の賢人による付加価値を高め、創造的問題解決策を志向・策定していく。 

 

 
2013 年度プロジェクト 

     

 
 

     





SRC2012秋　「学生最前線」

http://iis.edu.tama.ac.jp/src/

※発表者はあらかじめ、上記URLにアクセスし、発表論文をアップしておいてください。各セクション発表準備は10分前までにお願いします

教室２０１
Ⅰ　13：00～15：00

発表 1 佐竹哲生 The report on T-sap program in 2012 中庭光彦ゼミ
発表 2 小形　希 ビジネス2.0とJWLF バートルゼミ
発表 3 早苗　宅人 教え育てるということ 教職課程（斎藤S・山原）
発表 4 伊東　佑馬 商用車のアジア戦略 金美徳ゼミ
発表 5 村杉　契祐 日本文化産業のグローバル戦略 金美徳ゼミ
発表 6 加藤駿介 マレーシアとシンガポールの２か国間経済連携の展望と課題 金美徳ゼミ
発表 7 小沼　俊 日中韓航空業界比較から探る新エアラインビジネス 金美徳ゼミ
発表 8 吉田敏子 日本化粧品業界の現状と課題 金美徳ゼミ
発表 9 赤坂　佳紀 The report on T-sap program in 2012 Ｔ－ｓａｐ
発表 10 三代ひろな Our dreamy One-day Trip in Tokyo English Expression
発表 11 任佳宝 One-day Tokyo Tour for Repeaters(Odaiba) English ExpressionII-A
発表 12 石土奈々 ユニバーサルタクシー利用者の動向とラジオCM制作 中村その子ゼミ

Ⅱ　15：10～16：00　ポスターセッション
ポスター P1 加藤駿介 アジア政治経済概況報告書 金美徳ゼミ
ポスター P2 松嵜達也 幸福とは何か　～ブータンに学ぶ、日本の国民総幸福量向上～ 酒井麻衣子ゼミ
ポスター P3 藤原一樹 宗教観 大森拓哉ゼミ
ポスター P4 見付　昂平 類似商品における心理効果 大森拓哉ゼミ
ポスター P5 猪野 慎 ミュラー・リャーの錯覚 大森拓哉ゼミ
ポスター P6 及川直総 概念識別 大森拓哉ゼミ
ポスター P7 竹中尚樹 記憶の選択作用 大森拓哉ゼミ
ポスター P8 宮崎　典明 レジャー観について 大森拓哉ゼミ
ポスター P9 瀬上賢一郎 家族観 大森拓哉ゼミ
ポスター P10 苫米地康太 男女の相違観 大森拓哉ゼミ
ポスター P11 安田直人 就活観について 大森拓哉ゼミ
ポスター P12 成澤啓登 アニメ観 大森拓哉ゼミ

Ⅲ　16：10～17：20
発表 13 高木聖美 日本人の誇りに関する研究～日本文化に着目して～ 杉田文章ゼミ
発表 14 山井惇也 国のイメージ調査 大森拓哉ゼミ
発表 15 中村崇彬 マクドナルドの復活理由 金子邦博ゼミ
発表 16 穴田　泰嵩 マクドナルドの強み 金子邦博ゼミ
発表 17 佐藤 尚人 スターバックスの経営戦略 金子邦博ゼミ
発表 18 堀田　浩平 フットサルの競技スポーツとしての認知度を上げる 杉田文章ゼミ
発表 19 仙葉千尋 なぜ若者は家出しなくなったのか　～若者の自立に家出が与える影響～ 杉田文章ゼミ

教室２１１
Ⅰ　13：00～15：00

発表 20 藤岡洋平 犬好き猫好きによる性格の違い 諸橋正幸ゼミ
発表 21 藤原　大樹 アーティストを特徴づける言葉の分析 諸橋正幸ゼミ
発表 22 高橋　優作 現代のメンズスキンケア事情 今泉忠ゼミ
発表 23 奥村太輝  メッツコーラに比べてペプシスペシャルは売れるのか 今泉忠ゼミ
発表 24 鈴木天生  facebookの友人関係は似ているのか。 今泉忠ゼミ
発表 25 佐藤俊介 違法ダウンロードの刑事罰化から生まれた新しいビジネスの脅威 今泉忠ゼミ
発表 26 山本 洋和 流行した楽曲の歌詞における分析 諸橋正幸ゼミ
発表 27 平林　佑太 オンラインゲームの変貌 諸橋正幸ゼミ
発表 28 大塚　隆広 ゲームエンジンunityを用いたゲーム開発の活動報告 田中雄プロジェクトゼミ
発表 29 木村佳介 UnityとAR(拡張現実)を併用したインタラクティブ・コンテンツの提案 田中雄プロジェクトゼミ
発表 30 西井　祐介 MMORPG経済のマルチエージェントシミュレート 出原至道ゼミ / ESIEA

Ⅱ　15：10～16：00　ポスターセッション
ポスター P13 伊左次謙彰 大学生の思考は何によって影響を受けるのか－自我同一性との関連－ 酒井麻衣子ゼミ
ポスター P14 中村貴秀 日常の食卓における和食の再生について 梅澤佳子ゼミ
ポスター P15 刈籠毅 性格による友人との付き合い方の違いについて 酒井麻衣子ゼミ
ポスター P16 石山奨 学生のストレスを元気づけている言葉の力 梅澤佳子ゼミ
ポスター P17 池野彩恵子 化粧がもたらす心理的効果 酒井麻衣子ゼミ
ポスター P18 大久保博史 第一印象からもたらす効果 酒井麻衣子ゼミ
ポスター P19 加藤拓哉 高校生を対象とした情報教育の重要性　-SNSにおけるトラブルの防止に向けて- 梅澤佳子ゼミ
ポスター P20 荻原佑輔 直接プライミングの研究 大森拓哉ゼミ
ポスター P21 佐藤 栄秀 日本人の痩身人口を減らす 今泉忠ゼミ
ポスター P22 五十嵐敦生 なぜ『スマ婚』が流行っているのか。 今泉忠ゼミ
ポスター P23 月橋拓也 クリスマスに関するデータ分析 今泉忠ゼミ
ポスター P24 杉崎　泰山 アプリの危険性 今泉忠ゼミ

Ⅲ　16：10～17：20
発表 31 野口祥一 社会的影響を用いた若者の意識調査 大森拓哉ゼミ
発表 32 田島　学 yahoo検索ランキングで見る言葉の鮮度 諸橋正幸ゼミ
発表 33 谷迫早李 ONE PIECEが幅広い層に人気がある原因はなにか。 今泉忠ゼミ
発表 34 角田聖也 グループアイドルの人気と選択の基準 大森拓哉ゼミ
発表 35 白井峻平 山に対するイメージの変化 大森拓哉ゼミ
発表 36 田中沙織 遊園地での調査報告(夏合宿) 大森拓哉ゼミ

教室２１２
Ⅰ　13：00～15：00

発表 37 兼本大樹 浜岡原子力館見学記 菅野光公プロジェクトゼミ
発表 38 佐藤麻美 決算書からわかるアサヒグループ！ 山原克明ゼミ
発表 39 宮下博章 小田急グループの事業再編 山原克明ゼミ
発表 40 岡崎壮一郎 決算書でミキモトを語ろう！ 山原克明ゼミ
発表 41 渋谷咲子 決算書からわかる象印マホービン(株)！ 山原克明ゼミ
発表 42 佐藤龍 東京ヴェルディと地域貢献活動 久恒啓一ゼミ
発表 43 重田康明 多摩てみやげプロジェクト 久恒啓一ゼミ
発表 44 宝田梨恵 広報班プロジェクト　スポーツごみ拾い 久恒啓一ゼミ
発表 45 池田和教 若者の喫煙についての実態調査 社会調査士実習Ⅰ・Ⅱ
発表 46 鈴木俊平 魅力あるプロ野球のファンタジー性について 杉田文章ゼミ
発表 47 中川健人 多摩のことづくり -蘇れ! 多摩の生活文化- 梅澤佳子ゼミ
発表 48 大熊啓朗 農村復活! 今こそグリーンツーリズム 梅澤佳子ゼミ
発表 49 伊藤慎一郎 スポーツ指導者の育成～ライセンス制度の普及と発展～ 杉田文章ゼミ

Ⅱ　15：10～16：00　ポスターセッション
ポスター P25 田中智之 にごみ 久恒啓一ゼミ
ポスター P26 山口翔大 音楽の消費に関する調査 酒井麻衣子ゼミ
ポスター P27 益田大地 多摩市の公園の現状と課題 梅澤佳子ゼミ
ポスター P28 千葉光樹 大学生活がもたらすモチベーション 酒井麻衣子ゼミ
ポスター P29 橋田彩加 女子大生のファッションに対する意識と着装行動について 酒井麻衣子ゼミ
ポスター P30 大石展久 地域ＰＪ「多摩大学ゼミナールin永山学園祭」 梅澤佳子ゼミ
ポスター P31 真島明誉 多摩うどんぽんぽこＰＪ 梅澤佳子ゼミ
ポスター P32 五十嵐大樹 地域PJ:多摩り場語り場プロジェクト 梅澤佳子ゼミ
ポスター P33 山越龍太郎 地域ＰＪ：近隣交流七輪ＰＪ 梅澤佳子ゼミ
ポスター P34 山口　太鵬 居酒屋の売上分析 諸橋正幸ゼミ
ポスター P35 相馬　永吉 笑い　×　時代 諸橋正幸ゼミ
ポスター P36 井関　晋太郎 性格の違いによるコミュニケーションの差についての考察 酒井麻衣子ゼミ
ポスター P37 酒井　千晴 若者のアルコール離れについて 酒井麻衣子ゼミ

Ⅲ　16：10～17：20
発表 50 貝塚祐太 嫌消費に関する考察　～バブル後世代に消費を促すには～ 杉田文章ゼミ
発表 51 渡辺弦貴 義務教育における死生観の享受について ～Pちゃん授業から見えること～ 杉田文章ゼミ
発表 52 望月祐介 地域ＰＪ「永山グリーンＰＪ」 梅澤佳子ゼミ
発表 53 浅田暢一 地域ＰＪ「みんなの菜園　諏訪小学校」 梅澤佳子ゼミ
発表 54 馬場 慧 レジャー産業の消費マインドをあげるためには　～観光産業に着目して～ 杉田文章ゼミ
発表 55 中村洋佑 若者の旅行レジャー消費減退に関する考察～SNS社会が及ぼす「既視感」の影響～ 杉田文章ゼミ
発表 56 大川圭 資源は有限である　～「もったいない精神」を教育する方法～ 杉田文章ゼミ





2013 年度 共同研究プロジェクト一覧 

（申請順） 

NO 共同研究プロジェクト名 代表申請者 共同研究者 

1 移動流通－ 

買い物難民を支援する新たな流通社会システム 

中庭光彦 清松敏雄 

趙 佑鎮 

奥山雅之 

片桐徹也 

他、外部 5 名 

2 多摩大学グローバルビジネス人材を創造する 

－多摩企業の人材像を探り、学生の企業像を確立する－ 

金 美徳 杉田文章 

久恒啓一 

他、学部教員 11 名 

学生課職員 3 名 

ｷｬﾘｱ支援課職員 1 名 

3 多摩大アジアダイナミズム研修視察第 3 弾 

－香港－ A  

バートル 趙 佑鎮 

中村その子 

飯田健雄 

国際交流担当職員 

4 多摩大アジアダイナミズム研修視察第 3 弾 

－香港－ B  

杉田文章 久恒啓一 

金 美徳 

浜田正幸 

福角有紘（ﾌｯﾄｻﾙﾌ部監督） 

5 就職率向上対策プロジェクト 

－多摩地域における企業動向の研究－ 

下井直毅 出原至道 

6 多摩地域における高齢者雇用ならびに高齢者の就労に関す

る実態調査研究 

浜田正幸 

 

松本祐一 

酒井麻衣子 

多摩信用金庫 

7 多摩地域における災害時の流通システム回復性の研究 

－東日本大震災における道の駅の役割をヒントに－ 

増田浩通 諸橋正幸 

出原至道 

彩藤ひろみ 

松本祐一 

酒井麻衣子 

8 問題解決学動画配信研究 豊田裕貴 出原至道 

下井直毅 

中庭光彦 

9 ICT 業界就職内定率向上プロジェクト 

－情報系ゼミ以外からの ICT 業界への就職誘導ならびに就

職支援－ 

今泉 忠 出原至道 

彩藤ひろみ 

杉田文章 

豊田裕貴 

10 「多摩」における地域特性の研究 

－歴史的背景からの検証－ 

大森映子 中庭光彦 

樋口裕一 

諸橋正幸 

他、学部教員 4 名 

外部 1 名 

11 動画中のキーフレーム自動抽出・配信システムの開発 出原至道 杉田文章 

 

12 マーケティング研究支援のためのインタラクティブシステ

ムの開発 

彩藤ひろみ 出原至道 

豊田裕貴 

13 T-NEXT 活用支援システムの開発による学生エンロールマ

ネジメント改善 

出原至道 志賀敏宏 

中村有一 

14 留学生の視点から考える多摩地域の活性化 

－サンリオピューロランドを中心に－ 

梅澤佳子 石川晴子 

清松敏雄 

中村その子 

巴特尓 

15 学生生活拡充のための総合的支援体制の整備 大森拓哉 清松敏雄 

石川晴子 

他、全学生委員 

 



2013年度共通教育プロジェク一覧
(申請順）

プロジェクト名 申請者 メンバー

1
村山ゼミ日本大好きプロジェクト　J班
子どもイベント（筝、尺八、三味線、狂言、扇子づくり、影絵、他）

村山　貞幸 ゼミ生

2
村山ゼミ日本大好きプロジェクト　N班
子どもイベント（紙漉き、藍染め、ちぎり絵、剣道、空手、和菓子他）

村山　貞幸 ゼミ生

3
村山ゼミ日本大好きプロジェクト　P班
子どもイベント（茶道、書道、水墨画、投扇興、折紙、俳句）

村山　貞幸 ゼミ生

4 村山ゼミ日本大好きプロジェクト　東京ミッドタウンイベント 村山　貞幸 ゼミ生

5 村山ゼミ日本大好きプロジェクト　ろうそくあかし 村山　貞幸 ゼミ生

6 村山ゼミ日本大好きプロジェクト　増上寺七夕イベント 村山　貞幸 ゼミ生

7 村山ゼミ日本大好きプロジェクト　二子玉川ライズイベント 村山　貞幸 ゼミ生

8 English Expression ビジネスプロジェクト体験特別プログラム 中村その子 石川晴子

9 FM西東京　連携企業ラジオＣＭ制作プロジェクト 中村その子 ゼミ生（3年生）

10
多摩企業のインタビュー調査プロジェクト
　－多摩地域の企業ウェブミュージアム制作2013－

中庭　光彦 セミ生（2･3年生）

11 訪日外国人客増加のための観光まちづくりプロジェクト 中庭　光彦 セミ生（2･3年生）

12 浅草お祭りミュージアムコンテンツ作成 彩藤ひろみ

13 多摩エクセレントカンパニープロジェクト 久恒　啓一 ゼミ生

14 多摩市おみやげプロジェクト 久恒　啓一 ゼミ生

15 スポーツゴミ拾いプロジェクト 久恒　啓一 ゼミ生

16 東京ヴェルディ応援プロジェクト 久恒　啓一 ゼミ生

17 統計外部コンペ受賞 今泉　  忠 大森拓哉

18 CASMCa実用化プロジェクト 出原　至道

19 Entrance to Japan,Entrance to Europe 出原　至道

20 学生の外部ＩＴコンテスト応募支援 出原　至道

21 イノベーションに輝く多摩大ＯＢ・ＯＧから学ぶ 志賀　敏宏

22 地域中小企業社史製作プロジェクト 奥山　雅之

23 ベースボールビジネスアワード2013　プロジェクトＡ 豊田　裕貴

24 ベースボールビジネスアワード2013　プロジェクトＢ 豊田　裕貴

25 Marketing Competition Japan　プロジェクトＡ 豊田　裕貴

26 Marketing Competition Japan　プロジェクトＢ 豊田　裕貴

27
関東マーケティング大会（旧関東10ゼミマーケティング討論会）
プロジェクトＡ

豊田　裕貴

28
関東マーケティング大会（旧関東10ゼミマーケティング討論会）
プロジェクトＢ

豊田　裕貴

29
関東マーケティング大会（旧関東10ゼミマーケティング討論会）
プロジェクトＣ

豊田　裕貴

30
関東マーケティング大会（旧関東10ゼミマーケティング討論会）
プロジェクトＤ

豊田　裕貴

31 多摩市愛宕地域の通所介護施設「笑う門」プロジェクト 酒井麻衣子
松本祐一
他,東京家政学院大学

32 「ジョイパックレジャー」プロジェクト 酒井麻衣子 ゼミ生

33 小学校－大学－地域、新たな連携の仕組みづくり 梅澤　佳子 ゼミ生　

34 永山グリーンライフプロジェクト① 梅澤　佳子 ゼミ生　

35 永山グリーンライフプロジェクト② 梅澤　佳子 ゼミ生　

36 多摩大学ゼミナールin永山学園祭プロジェクト 梅澤　佳子 ゼミ生　

37 聖ヶ丘近隣交流プロジェクト 梅澤　佳子 ゼミ生　

38 近隣交流　七輪プロジェクト 梅澤　佳子 ゼミ生　




